





















2008 年 5 月から 2010 年 11 月まで隔月でサンプリングを行った。安定した嫌気環境の



















	 水月湖の境界層より通性嫌気性の LSccTR-1 株を分離した。18S rRNA 遺伝子に基づ
く分子系統解析によって、LSccTR-1 株は stramenopiles 生物群の Placididea 綱に属する
ことが明らかとなった。既知の Placididea 綱の微小鞭毛虫の細胞構造と LSccTR-1 株を
比較すると、鞭毛装置を構成する微小管の本数、鞭毛根の形状、ミトコンドリアの個数、
paranuclear body の有無、鞭毛移行帯の構造が異なった。これらの結果から本株は
Placididea 綱の新属新種であると考えられる。 
	 LSccTR-1 株が増殖可能な水温と塩分は水月湖のそれらの変動の範囲内にあり、通性
嫌気性であったことから、年間を通して本株は水月湖の全ての層で増殖できる能力を持
つことが示唆された。増殖の速度論的解析から、LSccTR-1 株は好気条件では、最大比
増殖速度を高くして他者よりも優位に増殖する r-戦略をとり、嫌気条件では半飽和定数
を低くすることによって競合に打ち勝つ K-戦略的な増殖戦略をとっていると推察され
た。また、細菌摂食の速度論的解析から、LSccTR-1 株は水月湖に存在する他の微小鞭
毛虫よりも高い細菌摂食活性を持つと考えられた。また、増殖と摂食の速度論的特性か
ら本株の増殖効率を推定したところ、ミトコンドリアの電子伝達系を利用する嫌気呼吸
を行っていることが示唆され、電子顕微鏡での観察結果と一致した。 
 
総括  
	 本研究によって、嫌気環境には潜在的に高い細菌摂食能を持った微小鞭毛虫が存在し、
好気環境と同じように嫌気環境でも微小鞭毛虫は細菌摂食者として機能していること
が明らかとなった。また、LSccTR-1 株のような通性嫌気性で幅広い水温や塩分で増殖
可能な微小鞭毛虫が水月湖水柱を鉛直移動することで、境界層以深の嫌気環境での細菌
生産が好気層へと運ばれ、そこで動物プランクトンに摂食されることで好気層の食物網
に組み込まれるという、これまでにない嫌気性微小鞭毛虫の生態学的役割が推察された。 
